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郎 党義隆胆道閉鎖症限治術後の胆汁中胆汁酸

組成 の変化について
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発売後胆道閉頗症 をCBA)に対 して行なう肝門部空

腹吻合 (葛西手術)に際 してサわれわれの施設では胆汁

外療を遊説する,いわゆる駿河の正法を行って弘､る軌

部胆汁と,外麿をこあてたバッタ内から採取 したバッタ内

11町1-に-~~,L､て､,Fl町卜恨組成を検討 した. 5例ハ･'lt',:l例

て甘 肝門部.Fl町卜に比較 L-て･ぺ､L!ノり内胆汁に.Fl服巨恒Tl

細菌をこより脱抱合きれたと考えられる遊離型胆汁酸が多

毛検出され,胆汁採取摺パック内をこ長時間胆汁を溜めて

おくことには注意を費すると考えられた,

習 胆 嚢 隆 起 性 病 鷲 :そ の 病理 学 的 問 題 点
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胆嚢隆起捜病変では前癌病変 として腺鹿 が重要である中

今回我 利 濃膿腰 の癌化率 と,腺腰 よ り発生 した と考え 琵)

れ る腺腫 内癌膝部の生物学的悪性度 を検討 した.生物学

的悪性度 L71指標 上 Lてこよ.細胞増殖能 を lく卜ぶ し九･･･ltけ

招 および 巨 卜碍多 くの鷹癌 をこおいて発現のみ られ る p53

蛮 自 け':thlLW l)芋川巨､ナ∴ 腺腫LJ欄 ･'ltlL二率こしロープ型 :1:I.2

00 (2353)､腸 型L)()Qo L1 5ト であ り. 門型腺腫,腸

型腺腫 上 もに･そL])牛長に伴 一､て癌 化率は増加十 ･て:凋 i向に

あ り 15mm l､ノLl･.(/7〕腺腫Lr)癌 化率甘 門型～九100,腸 型1)O

o(,てあー､た.p5こ~i染色は酬 萌 しIl-2∴11,腺腫内癌 iTr l:=1)

腺腫内癌癌部 7.000 (,fl･････-5㌦ 低鞍醐 斐純粋FiE懐 癌 √-1･1.9

00 (n二二31であ -I.た.腺腫特に胃型腺腫 はそし叫 :.li!-_

と鮎をこ高輝度 に癌 が発生 しやすい病変 と考え られた. し

か し純粋癌 iこ比 して紬 泡増殖能は低し､二王 -:'t'た純粋癌

では約 7割 にみ られ る p53蛋 白の出現 がない ことか ら

盤物学的悪性度の低い癌であ ることが考 え られた,

8)巨尭な瞳癖 を形 成 した胆嚢癌 と胆管細胞癌

の同時性塵複癌
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きぬめて務な発育形魔を示 した胆嚢癌と胆管細胞癌の

閲特性藍腹痛について報暫する.85歳女粗 主訴は腹痛,

ITll､腹部痛.1ド成:1隼～‖Jl)iT)fい1.'1院受診.tTS.ぐ_71㌧ ti;ttLl).

Am屠痛 等の精査 により胆嚢壁外をこ発暫する賂療病 と診

断し開陳T･術を施行.腫楊｣_亡小児頭 人て充'美津巨 ｢硬 く.

全体､上二L-こLT)発育は貯三振性でL.壬;い､上が.肝I槻喪.構行

結腸, t･I.指腸に浸潤 して卜.こ術中所見か目 上原発臓器

を特産できなかった. 濠た肝右葉にあず き太の二個の転

移と 13品に くるみ太の リンパ節転移がみられた.肝床

切除を伴う胆摘,横行結腸部分切除,十二指腸部分切除,

肝転移娘十転移 】1ン ,｣節L･Tl摘廿廿 行-･,!I...l＼3＼.3cm

人LT)肝原 発胆管細胞癌 ノ∴ ltI＼丁＼ti(,m 人ハ畢外性 発

育を示す胆嚢原発扇畢上皮癌の巌腹痛 と診断 された. こ

の二つの感慶 は接 してはい るが線維性隔壁で明 らかに境

きれていた.肝転移巌は胆管細胞癌 であ り, uソバ節転

移は扇平上皮癌 であ った.

9)横 形 態 計 測 を用 い た輝 管 上 皮 の 異 型 度 分 類

一 緒 をこ, 乳 頭 状 構 造 を と る上皮 に-3いて-

粕往 和樗 ･渡辺 則 申
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-冊 酎針 i三.卜成上陣場性 卜皮L')鑑 別に.形態計測 で‖臣 ､

て輝管上皮の異型度分解 の客観化 を試みた▲

f伴 い 肝外科切除 材料Ir)1症 例.

形態計測の対象 :乳頭携過形成上皮 および,輝癌の乳

頭状構造 を示す粘膜 内癌部甜領域.

方法 :当教室の組織診断基準に従 い,乳頭状過形成上

皮お よび乳頭状粘膜 内癌部 を HE 標本上選択 した.魯

鈍域 を写 狛 こ記録 後. 2次 JL:手動計測 -7i?'7::-÷∴ t二九:I---

1封 =いて.接面精,核短径.核密度を計測 した.計測

値は,乳頭状構造 の乳頭部 と介在部,粘液胞 を多 く含む

細胞 と少 ない細胞 の 4の構造および粘液農のパ ター ソに

分け, 別 々に算[出 した.

結果 :横面葦,横短径で非腫癌 (乳頭状過形成性上皮)

と腫痛 く乳頭状癌 )の鑑別 に有用であった.構造 パ タ-

ソ別では,粘液の少 ない乳頭状癌の介在部を除 き,核面

積 と核短径の 2変数 をこよる判別で,85%以上の正判率 を

得た.


